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【自宅等】 自宅等で被災した場合(自地域で震度 ５ 強以上)は、①電話、②SNS、③災害用伝言 ダイヤル

で、事業所に自身の安否情報を報告する。 

 報告する事項は、自身・家族が無事かどうか、出勤可否を確認する。 

 

（６） 職員の参集基準 

発災時の職員の参集基準を記載する。なお、自宅が被災した場合など参集しなくてもよい場合に

ついても検討し、記載することが望ましい。 

震度 5 強以上の揺れが発生した場合は、職員から事業所に連絡をとり、 30 分以上連絡が取れない場合は、

安全を確保しながら参集する。  

自らまたは家族が被災した場合や、交通機関、道路などの事情で参集が 難しい場合は、参集しなくて 

よい。 

 

  

 施設内外での避難場所・避難方法 

地震などで一時的に避難する施設内・施設外の場所を記載する。また、津波や水害などにより 

浸水の危険性がある場合に備えて、垂直避難の方策について検討しておく。 

【施設内】 

 第１避難場所 第２避難場所 

避難場所 

 

玄関前スペース 

 

 

避難方法 

・利用者がいる場合は、安全に留意 しな

がら利用者の誘導を行う。  

・避難場所を大声で周知しながら、 集合

する。 

・天井からの落下物に留意する。 

・避難時は極力、上履き・靴を履く。 

・歩行が困難な園児に関しては、抱き抱 

えて連れ出す。 

 

 

 

 

【施設外】 

 第１避難場所 第２避難場所 

避難場所 大在中学校  

避難方法 
・避難時は靴を履く。 また、医療的ケア

児、歩行困難児童に関してあ、キャラバ
 


